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擬蜂虫~ハチを見たらハチでないと思え (4)

スズメパチ類のこわさ と考えられるのです。)

日本にすむ私たちにとって、もっとも恐

ろしい野生動物は何かと聞かれたら? お スズメバチ擬態の極致は?

そらく、北海道のヒグマと南西諸島のハフ守 さて、これまでにスズメパチ擬態のすば

t&がl、2{立を占めるのではないで、しよう らしさを、ハナアブやスカシノTガ、カミキ

か。じつは私も、その両方で 「冷や汗タラ リムシなどで紹介してきました。彼らの中

リJという経験をしていますし、野外では のいくつかは、スズメパチとしか思えない

けっして遭遇したくないと願っています。 姿 ・行動でした。まさにスズメパチ擬態の

けれど実際には、こちらから進んで、ヒグマ 極致と言ってよいでしょう。しかし、私は

やハフ守のすんでいる場所へ行かない限り、 それらを凌ぐ擬態があると考えています。

今はめったに出会うことはありません。

ところがスズメパチ類は遠います。夏か

ら秋にかけて野外へ出れば、ほとんどの場

所で見かけることになります。ときには町

中にいて襲われる場合もあるのです。l頭

に刺されるだけでなく、巣の近くだと集団

で襲撃される破目にもなりかねません。刺

それとそがスズメノTチ類のオスたちです。

スズメパチは議告|ーをもっているから乙

そ恐ろしいのです。強力な大あごも脅威で

あるのは事実ですが、議告|ーとは比較になり

ません。毒針は産卵管が特殊化して形成さ

れたと考えられており、メスだけに備えら

れたものです。つまり、もともと産卵とい

されて痛いだけですむならまだしも、ハチ う役割をもっていないオスには毒針はな

アレルギーの人だと命にもかかわります。 いのです。ということになれば、いくらス

統計上からは、日本で野生動物に襲われて ズメパチといえどもオスなど怖いはずが

死亡した例は、クマよりもハブよりも圧倒 ありません。つかんだってせいぜ、い校まれ

的にスズメパチ類が多く、年間30人前後に て血がにじむ午切変でしょう。

も上るそうです。そこで夏秋の野外講座の

場合には、スズメパチ類に襲われないよう

に剥11心の注意を払っているつもりです。

と記しでも、知らない人には「ノ、チアレル

ギ-Jが気がかりだと思います。自分はどう
なのだろうか、と。私の周りではハチアレル

ギーとわかっている人はわず、か2、3人しか

Lミませんから、おそらく率的にはかなり少

ないはずです。ただ、どうしても心配なら、

病院で検査しておくとよいでしょう。

とりあえず、スズメパチ類が恐ろしい

のは事実です。一度でも刺された方は、

二度と刺されまい、と願うことでしょ

う。人間ですらそのように怖いと思うの

ですから、はるかに体の小さい鳥や小動

物Jたちは、同4柔にあるいはもっとスズメ
パチ類に恐怖心を抱いているはずです。

(自然界にはだからこそ、スズメパチ類

をモデルにした擬態で満ち溢れている、

図2.オオスズメパチのオス

「なあーんだ、怖くないんだJというとこ
ろまでは理解できるのですが、問題はオス

をどうやって見分けるかです。オスは秋に

なってから見られます。翌年の世代をにな

う新女王と交尾するために現れるのです。

もちろんオスはメスにそっく りですから、

よほどの専門家以外は区別できないで、しょ
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のは納得がいかない、という声です。しか

し、現実にオスは怖くないのです。それな

のに恐れてしまうのは、怖いメスと区別が

できないからです。無毒のものが有毒のも

のに似ていることで捕食者からの攻撃を

逃れる点は、擬態の本質のひとつ(べーツ

型擬態)なのです。

図3. IUJ中にも見かけるフタモンアシナ

ガパチ(横浜市金沢区)

それに、オスとメスとで91ヲや色彩が多少

とも違う種類はふつうに存在しますし、

まったく異なって別の種頒lこ思えてしまう

昆虫も少なくありません。たとえば、最近に

なって神奈川県に定着するようになった雨

のチョウのl種ツマグロヒ ョウモンは、オ

スはふつうのヒ ョウモンチョウ型の色彩を

しているのに、メスはカパマダラなど惑を

もっマダラチョウ類に似た色彩と飛び方を

しています。このような雌雄の迷いは、チョ

ウではけっして少なくありません。

それでもスズメ l'チ~á1lのオスがメスに

擬態している、という考えに納得してくれ

ない方もいることでしょう。それもわから

ないで、はありません。では視点を変えてみ

ることにします。

黄と黒の縞模様は警告信号

私たちがスズメパチの仲間だとすぐに

わかるのは、その黄と黒の模様(と羽音)の

おかげです。神奈川県には狭義のスズメパ

チ(属)は5種が生息していますが、みな

うし、いかに視力に恵まれた鳥といえども 似た黄と赤~黒の縞模様をもっています。

図1.オオスズメパチのメス(瀬能 宏学

芸員提供)

同じでしょう。すばらしい擬態ですね。念の この模様だと、黄色がとても目立ちます。

ため、メスとオスを楳本で図示しておきま もし目立たない模様だと、それが怖Lν、チ

すが、さてどこが違うのでしょう?興味のあ だとは気づかなかったために、たびたび痛

る方はご自分でお探しになってくださLミ。 い思いをするかもしれません。それに、そ

れぞれの種類が勝手な模様をしていると、

昆虫のオスとメス 種類ごとに威l嚇したり刺したりしてエネ

とは言っても異論もあるでしょう。種類 ルギーを消耗することになりかねません

が同じなのだから、オスがメスとそっくり が、同じようであればそれらの行為もおた

で当たり前じゃないか、それを擬態と呼ぶ がいに少なくてすみます。とのため、 議針
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をもっスズメパチにとっても、何種もが目

立つ模様(警告色)、かつ同じ模様で統ー し

ていたほうが有利なのです。このような擬

態をミ ューラー型板態と言いますが、本当

は議を持っていないのに毒があるように

思わせるべーツ型擬態との遣いはおわか

りでしょうか。

アシナガパチ類も同様です。ほとんどの

図4.春の花を訪れたキマダラハナパチ

のl種(横浜市緑区)
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です。一方、同じヒメパチ科に属するオナ 告|を連想させている可能性があります。

ガパチ類は、その名のとおり長い 「尾jを しかし、図鑑で広!I要類を眺めてみると

もっていて、しかも体は黄と黒の縞般紙で (どの図鑑にも少数しか図示されていませ

すから、ふつうには恐ろしく見えます。し んが)、めだっ 「黄と黒の縞模様」の種類は

かしその 「尾」は、朽ち木など木の内部に 多くありませんし、これぞ「刺すハチ」と

生活する幼虫に寄生卵を産みつけるため いうイメージの種類も意外に少ないので

の務官であり、動物を刺すための道具では す。つまり、 毒針をもっていないハチの中

ないのです。どうやって木の中の幼虫を探 にあっても、毒針をもっ種類にそれほど似

り当てるかは不思議ですが、それはさてお ていないものも多数があるのです。そうは

き、この器官は産卵管が特殊化したもので、 言っても、大部分はハチらしく見えるのも

すから、同時に刺すための針を備えること 事実です。このことから、モテ、ルをハチに

はできなかったわけです。 する限りは、正確に針をもっハチにそっく

アメパチ類は東IJす機能をもちながら、黄 りでなくても、つまりなんとなく似ている

と黒とL寸縞模様をしていません。全体が だけでも擬態の効果はあると考えざるを

ほぼ鼓ー飴(アメ)-赤色なのです。逆に、 えません。自然界の中では、とくに本来な

オナガパチ類は車uす機能をも っていない ら強力な捕食者となりうる鳥類では、やは

のに、黄と黒のめだっ縞模様をしているの りハチはとにかく怖いもの、と13われ敬遠

です。同科にありながら、まったく異なつ されているのでしょうか。

た生存戦略の道を歩んだ例がこ 乙にも認

められるのです。もちろん後者が「黄と黒 おわりに

の縞模様の怖Lν、チ」に擬態しているとい 前固までに、ハナアブやカミキリムシ

う考え方に異存はないでしょう。 のハチ擬態者の中には、それほど、ハチに

問要はおたがいに似ていて、ミューラー型仮 似ていないけれど、?、と L寸種類が意外

態の関係にあります。そればかりかスズメパ 宏、L4み;ザヂ考会計い冷~~対 に多Lミことを繰り返し述べてきました。

チ類とも似ることで、それともミューラー型

閥単の関係にあり、かつもっと強力なスズメ

パチ類をモデ、ルとした鼠態関係(べーツ型に

近L、)にあるとも考えられるのです。さらに

被~~ftな乙とに、そのアシナガバチ類によく似

たハチもあります。ハナパチ類の多くは体が

ミツバチやマルハナパチ類のように太型で

すが、キマタ。ラハナパチ類は体がスマー卜

で、色彩もアシナガバチそっくりです。毒針

をもっている点からはミューラー型綴態と

されるのですが、毒はず、っと弱そうですか

ら、もしそうならべーツ型的な綴態の7掌味合

いがさらに強まります。

ただ し、スズメノ fチ~~~ (とアシナガ){チ

類など)聞でミューラー型擬態が成り立つ

のはメスだけです。オスは怖い存在ではな

いのですから。つまりミューラー型擬態の

場合も、擬態関係は種類ではなく、メス個

体1'IJ~だけで成立しているのです。 この点か

らも、擬態は種と種の問だけに限らないこ

とがおわかりいただけると思います。

いずれにしろ、貨と黒の縞模総は 「とっ

ても怖いぞjという自然界からのメ ッセー

ジ(警告)です。そのメッセージを最大限

に利用して、毒壷|をもっハチ類にあって

も、ミューラー型やべーツ型のさまざまな

腕態関係が成立しているように思えます。

危なそうでも刺さないハチ

夜の明かりには多くの昆虫が集まります

が、その中での困り者の lつがアメパチ類

(前回を参照)です。か弱そうなアメ色の体

をしていながら、いきなりチクッと刺すの

それで、どうして大丈夫なのか、という疑

問は、同様にハチの世界にもありまし

た。この答としては、やはり 「自然界の

中ではハチはとても怖い存在だから、

ちょっとでもハチらしければ効果があ

るためJと言いたくなります。
では、どうして「極致」なまでに似てい

るものもあるのか、と問われそうですね。

捕食・被食者との「食うH食われるJとい
図5.長い産卵管を持つシロフオナガバ う関係の中で、 「食われる」側が 「食う」側

チ(山梨県韮111崎市) によって淘汰され続けてきた結果、たまた

まそこまで行き着いてしま ったと答える

のが一般的でしょう。でも私には、その答

針をまったくもたないハチたち がすべてではないように思えてなりませ

と乙ろで、ハチは大きく有剣類と広!I安委員 ん。「極致」なまでの擬態を見るにつけ、擬

とに二分されます。有剣類は腹部の付け根 態する側に 「とことん似てやろう」という

の部分が綱くくびれていて、メスは基本的 意志を感じてしまうのです。でもそんなこ

に刺すための告|を備えている一方、広!I契類 とを公言したら、非科学的だと怒られてし

はくびれておらず、刺すための針をもって まいます。結局は、「不思議ですねえ」と言

いないグループです。 ですから広!I~~演は、 葉を濁してしまうしかありません。(完)

たとえ針状の器官をもっていても、またメ

スであっても怖くもなんともあり ません。

つまり乱暴に言ってしまうと、ハチの半分

は刺さない種類なのです。そうすると、 捕食

者から逃れる何らかの手段(生存戦 11硲)が

必嬰となります。

乙の戦11硲の lつとしては、もちろん「黄

と黒の縞4期是」をもつことです。コンボウ
ノ¥){チ類にはスズメパチそっくりな種が

ありますし、キパチ類やほかの)V{チ類に

も黄と黒の縞模様の種が見られます。ま

た、キパチ類は腹部の先に針状の短い「尾j

(産卵管)を備えていますが、これはハチの
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図6.黄と黒の模様のハパチの l種(愛

川町尾山)


